


ADPマネージャーからのごあいさつ

親愛なるスポンサー様
私たちのコミュニティに対する日ごろからのご支援に心から感謝を申し上げます。皆さまの人生に祝福がありますよ
うにと願っています。いただいたご支援は、ゴロワ地域とご支援いただいているチャイルドの生
活に大きな変化をもたらしました。農業、教育、保健衛生、HIV/エイズ対策の分野でど
のような変化があったかを、ここにご報告いたします。

エスター・ムシェンドゥワ（ゴロワADPマネージャー）

農業プロジェクト

評価報告書によると、この5年間の活動でゴロワ地域の多くの農家で、
トウモロコシの1エーカー当たりの収穫量が、平均して5－8袋
（2008年）から15－25袋(2013年)まで増えました（1袋で約100
㎏）。ワールド・ビジョンは、ゴロワ地域に配属されている政府の農業
技術者と協力し、トウモロコシ農家への技術指導（品質の良い種子を
適切な間隔を空けて蒔く、有機堆肥の使用、雑草処理など）を行って
きましたが、その成果が確実に見られています。
また、ADPでは地域内で最も経済的に恵まれない家庭を選び、牛の改
良種を支援してきました。固有種では牛1頭1日当たり1-2リットルし
か搾乳できなかったのに対し、改良種では1日当たり11-15リットル
を搾乳できるようになりました。得られた牛乳は家庭で消費され、子
どもたちの栄養改善に寄与するだけでなく、余った分を市場で販売す
ることで現金収入源にもなっています。

ゴロワ地域周辺で一般的
に飼育されている在来
種。背中のコブが特徴的
です

ジョセフさん（写真中央）と2人の子どもたち。
ADPの支援をによりトウモロコシの収穫量（1エー
カー当たり）が12袋から20袋にまで増えました

ゴロワADPが支援した改良種から搾乳する住民

支 援 を 受 け た 住 民 の 声

「ワールド・ビジョンから農業生産性と収穫物の付加価値を向上さ
せるための知識を得、私たちは今では食物を貯蔵し、高価格で売る
ことができるようになりました。私たちは農産物から得た現金収入に
よって、子どもの学用品を購入し、学費を払い、栄養改善のため食生
活を変え、子どもの医療費も支払うことができるようになりました」
とクルワさんは語ります。

クルワさん（写真左から3人目）と彼
が所属するトウモロコシ農家生産
者グループのメンバー





ゴロワ地域で暮らす56人のHIV/エイズとともに生
きる人 （々PLWHA）が、4つの自助グループに分か
れて活動しています(各グループ約15人)。彼らは
月例会を持ち、その場でお互いを励ましあったり、カ
ウンセリングを受けたりしています。同じような境遇
にある者同士だからこそ分かる痛みや悲しみがあり、
力を合わせてPLWHAへの支援の必要を訴えること
もできます。一例として、2013年1月に、彼らはゴ
ロワ郡に対してHIV/エイズで親を失った6人の子ど
もたちの学費を免除するよう訴え、郡からの支援を
とりつけることに成功しました。
「ウモジャ」（スワヒリ語で「希望」という意味）という
名のグループのメンバーであるサラホさんは語りま
す。「1999年ごろ、地域の人たちは私たちPLWHA
に対してあいさつも握手もしてくれなかったし、一緒
に食事をしたり、床屋に行ったりすることなんてもっ
てのほかでした。少しずつそういった差別はなくなっ
てきたと実感しています。こうしてPLWHA同士で集
まることができるのは大きな喜びです」

HIV/エイズ対策プロジェクト

「スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト」で
は、チャイルドとの手紙の交流や毎年の成長報告な
どを通して、支援の成果を実感していただくための活
動を行っています。そのため、チャイルドの成長を定
期的にモニタリングし、支援事業がチャイルドとその

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト

サラホさん（左）と奥様のエリザベスさん。サラホさんはかつてタ
ンザニアを代表して国際大会にも出場するマラソン選手でした。
エリザベスさんは「ウモジャ」のリーダーを務めています

ヨナさん（写真中央、青いシャツの男性）と家族。ADPからヤギ
や鶏の支援、そしてトウモロコシの栽培法に関する研修を受けま
した。ヨナさん自身はHIV陽性者ですが、PLWHAに参加し、仲
間と励まし合いながら家族のために働いています

ゴロワADP事務所で開かれる四半期毎の
「子ども議会」に参加する子どもたち

 
 

 

家族、さらに地域の人々の生活をどのように改善して
いるのか確認を行っています。また、チャイルドの家
族や地域の人たちが「子どもを中心とした開発」を
理解し、その支援活動の中心を担っていくような啓
発活動も行っています。
地域で開催される「子ども議会」では、教育を受ける
権利、医療を受ける権利、虐待や児童労働から守ら
れる権利、自分の意見を言い表す権利など、様々な
子どもの権利の中で何が脅かされているのかを議論
し、ADPとともに行政や地域の指導者、親たちに対
して働きかけています。

※今回、サラホさん、ヨナさんのお話を報告書で取り上げること、また写
真を使わせていただくことに関して、ご本人やご家族から事前に許可を得
ております





農家の食料生産に関する知識と
技術を向上し、各家庭の収穫高
を増やすための活動を行いまし
た。支援地域内では品質の良く
ない種子しか手に入らず、収穫高
向上が難しかったため、今年度は
タンザニア政府が認定する品質
の良いトウモロコシの種子を農家
に支給しました。ムクリアさんは、
支援を受け1エーカー当たり20
袋（約2,000kg）のトウモロコシ
を収穫できるようになりました。
今では、ほかの農家から栽培に関
する質問に答えたり、助言もでき
るようになりました。 

ADPマネージャーからのごあいさつ

農業プロジェクト

スポンサーの皆さま
ムゲラ地域よりご挨拶申し上げま
す。子どもたちと地域の人々への皆
さまの温かいご支援に、このように
お礼を申し上げることができ、嬉し
く思います。地域の人々は、生活が
改善されていること、そしてご支援
くださる皆さまの存在に励まされ、
これからの活動にも期待をしていま
す。心からの感謝とともに、引き続き
のご支援をどうぞよろしくお願いし
ます。

ADPマネージャー（写真左）と子どもたち
ゼバダイア・マアンガ（ムゲラADPマネージャー）

支援により収穫高が向上したムクリア
さん。彼が育てたトウモロコシ畑です

支援された改良型の種子で栽培、
収穫したトウモロコシの山



教育プロジェクト

教育プロジェクトでは前年度に引き続き、子どもたち
が質の高い教育を受けられように、870冊の教科書
を7カ所の小学校に支給しました。これにより生徒
対教科書の比率は、以前の8人に1冊から4人に1
冊になりました。また、机も158台を支援した結果、
机に座れる生徒の数は1,812人から2,287人に増
えました。初等教育の修了試験の前には、地域内の
33校で模擬試験を実施しました。模擬試験は修了
試験対策として大変役立ち、多くの子どもたちが修了
試験に合格しています。さらに、33人の教師に対して、
英語、算数、理科の教授法に関する研修も実施しまし
た。これらの支援が今後さらに実を結び、一人でも多
くの子どもたちが中等教育、高等教育へと進むことが
できればと願っています。

制服の支援を受けた子どもたち。地域内で最も弱い立
場に置かれている、障がいを抱えたり、親を失った子ど
もたち240人に制服を支援しました。自分の制服を持
つことができ、子どもたちは喜んで学校に通っています

机の支援を受けた小学校

支援地域内の小学校における、教科書の贈呈式の様子







ムキンガ郡はケニアと国境を接していますが、今年
度は国境近くの村に初めての診療所を建設しまし
た。現地ではマラリアの症例が多く見受けられます
が、近くに医療施設がないため治療開始が遅れ重
症になり、死に至るケースも残念ながら少なくあり
ません。この診療所がなかったころ、人々は隣村の
診療所を訪れたり、わざわざ国境を越えてケニアの
診療所まで足を運んだりしていました。分娩時にも
遠く離れた医療施設まで移動することができず、結
果的に安全な環境や方法で出産ができないという
問題も抱えていました。新しく建設された診療所内
には分娩台や検査台も整えられ、安全な分娩に向
けた体制が整えられています。
ムキンガ郡のように医療施設の数が少なく、住民の
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保健プロジェクト

スポンサーの皆さま
ムキンガ地域の子どもたちのために継続的なご支援をいただき、心から感謝申し上げ
ます。皆さまからの温かいご支援は、ムキンガ地域の未来を支える子どもたちやその次
の世代のために、大きな成果を残しています。皆さまのご支援がどのような実を結んで
いるかを本報告書でご覧いただければと思います。あらためまして感謝申し上げると
ともに、皆さまの健康と豊かな人生をお祈りいたします。

ジャフェット・ワンウェ（ムキンガADPマネージャー）

ケニアとの国境近くの村に建設された診療所

ビタミンA補助剤を
地域の子どもに投
与している様子

※1:住民に対する保健啓発活動や、村落内で病気や怪我などの
患者を発見した際に、医療施設への照会を行います。
※2:ビタミンA不足は、開発途上国では未だに大きな問題です。
ビタミンAが不足すると、免疫低下、夜盲症、ひどい場合は失明
も引き起こされます。

「スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト」では、チャイルドとの手紙の交流や毎年の成長報告などを
通して、支援の成果を実感していただくための活動を行っています。そのため、チャイルドの成長を定期的に
モニタリングし、支援事業がチャイルドとその家族、さらに地域の人々の生活をどのように改善しているのか確
認を行っています。また、チャイルドの家族や地域の人たちが「子どもを中心とした開発」を理解し、その支援
活動の中心を担っていくような啓発活動も行っています。
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利用も限られている農村地域では、村落保健員
※1
が

非常に大きな役割を担っています。今年度は56人
の村落保健員に自転車を提供し、彼らがより多くの
家庭を訪問できるよう支援しました。また、これら
村落保健員に対して、5歳未満児の予防接種、栄養
補助、駆虫がいかに大切かを教える研修を実施しま
した。村落保健員が研修で学んだことを実際に適
用し、村々の中で啓発活動を実施したことにより、
今年度、ムキンガ郡全体でビタミンA補助剤

※2
と駆虫

薬を投与された子どもたちの数は目標の5,600人
を超える6,211人に達しました。



教育プロジェクト

教育プロジェクトでは、地域内の小学校に対して
612冊の教科書を支援しました。多くの小学校で
は教科書が足りず、1冊の教科書を4～5人の生徒
が一緒に使うことも珍しくありません。少しでも少
ない人数で1冊の教科書を読めるように、この支
援を行っています。また、1つの小学校で2教室を
増設し、机やイスも支援したことで1教室あたり
60-90人だった生徒数が、平均して45人に収ま
るようになりました（タンザニア教育省の基準は1
教室45人が望ましいと規定）。ほかの小学校でも
老朽化した2教室を修繕し、トイレも建設していま
す。これらの支援の成果もあり、ムキンガ郡で
2013年度に小学校へ入学した生徒の数は1,392
人となり、前年度の1,212人を上回る結果となり
ました。
子どもたちを取り巻く問題は学校設備だけではあ
りません。ほかにも早婚、児童虐待、児童労働な
どの問題について、ADPは学校運営委員会、教師、
村の指導者、住民などに幅広く啓発活動を行い、
子どもの権利（教育や保健サービスを受ける権利、
虐待や搾取から守られる権利、表現の自由など）
が遵守されるようにも働きかけています。

壁がまぶしいほど白く新しい教室の中で、
新しい机とイスに座って学ぶ子どもたち

ADPから支援された教科書を手にする教師たち
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